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研究成果の概要（和文）：マレーシア、サラワク州における主にエスニック・ツーリズムに関する観光の特徴を、複数
の民族集団や地域集団同士の関係といった、在地の社会関係の中に位置づけて把握することを試みた。特にサラワク州
における先住民による手工芸品の制作や、都市部における販売、エキゾチックなイメージを消費する外国人ツーリスト
によるそれらの購入や、それとは異なる脈絡での現地の住民による手工芸品の利用といった様々な状況に関する現地調
査を行った。さらにこのようにして得た知見を東南アジアの他地域の事例と比較し、その特徴の把握を目指した。

研究成果の概要（英文）：This research project has tried to understand characteristic of tourism in Sarawak
 which is one of the states of Malaysia. To seize the problem, I have conducted ethnographic field work in
 Sarawak, Malaysia and researched handicraft making in rural area and its distribution in urban area in Sa
rawak.  I also conducted foreign tourists in Sarawak whose intention to visit this area is to consume exot
ic image of indigenous peoples in Sarawak. By researching these topics, this project tries to understand t
he peculiarity of tourism in Sarawak in the context of ethnic and local networks in this area.  This proje
ct also compares Sarawak case with ethnic tourism in other areas in Southeast Asia.
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究は、マレーシア、サラワク州におけ
る民族集団や地域社会の相互関係の中に、観
光という外部社会と顕著な関係を持つ現象
が、いかにして接合されるのかに注目するこ
とを目的として開始された。そして観光がい
かにして在地の社会関係から影響を受けて
いるのか、あるいは逆にいかにして在地の社
会関係に影響を与えているのかを、フィール
ドワークに立脚した調査により明らかにす
ることを試みるために、本研究を計画した。
それにより、サラワク州の観光開発の特徴を、
「外部者」と「内部者」という二分法的な関
係性の中でのみ捉えるのではなく、複数の民
族集団や地域社会といった「内部者」の多様
な関係性の中に位置付けて理解することを
目指した調査研究がなされた。 
 
 
２．研究の目的 
 
東南アジア島嶼部のボルネオ島は地表の

大部分を熱帯雨林が覆い、生物多様性が非常
に高い一方で、大規模な農地開発や都市化に
は適さないという特徴がある。このような地
理的条件下に置かれるボルネオ島では、林業
や石油、天然ガス等の天然資源の開発や、ア
ブラヤシやアカシアのプランテーションが
主要な産業となってきた。さらに近年は観光
がこの地域の重要な産業となってきている。 
ボルネオ島北西部に位置するマレーシア

領サラワク州では、観光開発が州政府によっ
て積極的に推進されてきた。サラワク州は
1990 年代より Visit Sarawak Campaign を開
始し、CAN（Culture, Adventure , Nature）
を目玉とした観光開発が提唱された。このよ
うな流れの中で、同地域では「森林伐採から
エコ・ツーリズムへ」という自然環境利用の
変化が生じている。またサラワク州の観光開
発の中で特徴的なのが、州内の先住民を対象
とした観光が重要な位置を占めることであ
る。 
このような先住民を観光資源としたサラ

ワク州内部の観光開発は二つのパターンが
ある。一つは自然の中で生活する人々を訪問
するという、エコ・ツーリズムの一環として
の観光開発である。もう一つは、先住民が作
成する手工芸品販売を中心とする観光開発
である。いわばサラワク州の先住民観光には、
自然との調和というエコ・ツーリズムを重視
する方向性と、エキゾチックな文化を強調す
るエスニック・ツーリズムを重視する方向性
の二つが存在するのである。 
このような状況を反映し、サラワクにおけ

る先住民観光を対象とする先行研究の多く
は、外国人観光客がサラワクにいかなるイメ
ージを持ち、いかなる期待を持ってサラワク
を訪問するのか、そして観光地の住民がその
ような観光客にいかにして対応するのかと

いった側面を重視するものが多かった。これ
はサラワク州に限らず、東南アジアにおける
少数民族観光を対象とした観光人類学的な
先行研究に共通する研究枠組みであるとい
える。いわば外国人観光客が少数民族に対し
て抱くイメージや、外国人観光客による村落
部への訪問が、村落住民の生活様式や自己認
識にいかなる影響を与えているのかを重視
する研究である。 
だが実際にサラワク州で観光業に従事し

ている人々や、観光地として開発されている
地域を訪問すると、都市住民と村落部住民、
沿岸部と内陸部、河川の上流域と下流域、狩
猟採集民と焼畑農耕民、サラワク州住民とマ
レーシアの他州の出身者等、複数の主体がホ
ストやガイド、土産物の流通や販売業者とし
て観光に関与していることが明らかになる。
このような状況では、「外部者」と「内部者」
という二分法的な区分だけでサラワク州の
観光を十分に把握するのは困難を伴う。 
 そのため本研究は研究期間内に、（１）サ
ラワク州における在地の社会関係の中にい
かにして観光開発が組み込まれているのか、
（２）そうした在地の社会関係と観光との相
互関係の中で、複数の民族集団がいかなる役
割を果たしているのか、（３）それにより、
観光開発が在地の社会関係にいかなる影響
を与えているのか、（４）逆に在地の社会関
係が観光開発をいかにして特徴づけている
のか、という四つの問題を、フィールドワー
クに基づく実証的な視点から明らかにする
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
以上の目的意識に従い、本研究の以下の二

点を具体的な調査内容とした。（１）観光客
を受け入れる村落において、マレー人や華人、
焼畑耕作民や狩猟採集民といった複数の民
族集団が、どのような相互関係を構築してい
るのか。（２）主に先住民の手工芸品に注目
し、原材料の収集に従事する狩猟採集民、作
成に従事する焼畑耕作民、流通・販売に従事
する華人やマレー人といった異なる民族集
団が、いかなる相互関係におかれているのか。
そしてマレーシア、サラワク州および周辺地
域で調査を行うことにより、内陸部から河川
流域を経て沿岸部に至る複数の民族集団や
地域社会の相互関係の中に、現代のサラワク
州の観光開発を位置づけて理解した。その際
に本研究が採用した調査手法は、都市部およ
び先住民村落で観光業に従事する複数の民
族集団を対象としたミクロな視点に基づく
フィールドワークである。同時に、現地の行
政組織や研究機関での文献資料や統計資料
を収集・分析する調査も並行して行った。 
 
４．研究成果 
 
本研究が調査対象としたマレーシア、サラ



ワク州における観光にはマレー人や華人、イ
バン人やカヤン人、クニャー人、プナン人と
いった複数の民族集団が関与している。その
ため同州における観光開発の特徴を理解す
るためには、これらの民族集団の相互関係を
把握する必要があることを明らかにした。 
サラワクでは伝統的に、内陸部の狩猟採集

民が外部世界で珍重される動物や樹脂、香木、
漢方薬の原料等の森林産物を採取し、河川流
域に居住する焼畑耕作民が仲介することで、
下流の都市部に居住する華人や沿岸部のマ
レー人がそれらを購入し、さらに中国や中東、
ヨーロッパ等の外部社会にそれらが輸出さ
れるという交易関係が存在した。また外部社
会からは、ビーズやネックレス、ゴングとい
った装飾品や金属製品、食料品、衣服等の工
業製品が逆の経路を通じて、沿岸部の都市か
ら河川流域を経て内陸部にもたらされてい
た。内陸部の狩猟採集民や焼畑耕作民は 15
世紀から現在に至るまで、このような交易関
係に参与することにより、華人やマレー人等
の他の民族集団だけでなく、中国や中東、ヨ
ーロッパ等の外部社会の人々と様々な形で
交流し続けてきた。 
現在のサラワク州における先住民観光や

伝統的手工芸品の流通・販売も、このような
複数の民族集団や地域社会のメンバーが参
与することにより成り立っている。またこれ
ら在地の社会関係を通じて観光客は内陸の
先住民村落を訪れ、先住民村落からは伝統的
手工芸品が都市部にもたらされ外部社会に
向けて販売されているのである。 
東南アジアの先住民を対象とした観光人

類学的な研究は、比較的小規模なコミュニテ
ィで集約的なフィールドワークを行うこと
により、ゲストとしての観光客と、ホストと
しての地域住民の動態的な関係を、ローカル
な視点から明らかにするという成果を提供
した。だが先行研究の多くは、先住民を取り
巻く観光現象を、「外部者」としての観光客
と、「内部者」としての先住民という二分法
的な枠組みでのみ捉えてしまい、「内部者」
の中の多様性を見落としてしまう傾向があ
った。これに対し本研究は、サラワク州内部
の多様な民族集団や地域社会の相互関係か
ら同地域の観光を捉えることにより、先行研
究が抱えてきた、「内部者」を均質的に捉え
る姿勢を相対化させ、観光に従事する多様な
主体と在地の社会関係との関わりについて
明らかにした。 
またサラワク州が位置するボルネオ島を

対象とする歴史学的・文化人類学的研究では、
沿岸部住民や都市住民、焼畑耕作民や狩猟採
集民といった多様な民族集団を取り上げ、そ
れぞれの集団間の社会関係や経済活動、婚姻
関係等を明らかにしてきた。だが先行研究の
多くは、サラワク州内部のこれら民族集団の
相互関係の伝統的な性格を重視する一方で、
その現代的な形態を考察する姿勢は希薄で
あった。これに対し本研究はサラワク州にお

ける伝統的な在地の社会関係と、近年になり
州政府によって積極的に促進される観光開
発との相互関係を明らかにすることにより、
先行研究の成果を発展・継承させる形で現代
的な現象を理解し直す成果を上げることが
出来た。 
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